


























治水事業を進める上で配慮

• “水は昔を覚えている”
洪水、高潮、津波氾濫が発生すると、江戸
時代に海だったところや湿地帯は水没する。

• “Nature has a will”（自然は意思をもってい
る）

生きものだけが大事ではなく、砂や石も大
切にしなければならない（砂浜海岸の季節
変化）。

オランダの干拓事業

１．1900年に開始されたゾイデル海を干拓する100年計画を参考
にできる。

２．海岸堤防は、最終的には高潮対策として再現期間1万年の堤
防を建設した。

３．事業の途中で環境問題が発生し、連続堤防をやめ、複数の
水門を設置して、干拓地に開水面を残すことを決定した。

４．従来の干拓地での地下水浸潤による水没を阻止するために、
風車に代ってポンプ排水をオランダ政府は実施している。毎年の
重油のコストは約5,000億円となっている。
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淀川の治水対策の問題点

• 30年の河川整備計画と100年単位の今後の長期
的な整備計画との関係が明らかではない（昭和
28年の台風13号の既往最大流量を基準とした安
全性の論議に終始している）。

• 将来、淀川流域をどの程度まで安全にするのか
（超過洪水）についての社会的合意形成の筋道
がない（超過洪水対策はスーパー堤防だけでは
ない）。

• 流域の安全を最優先するということは、治水原理
主義では決してない。利水も環境も原理主義に
立っては議論ができない。

淀川流域委員会の提言に向けて

• 洪水リスク、渇水リスク、環境リスクの定量的評
価が必須である。

• それぞれのリスクを構成する要素は多くの不確
定を有している。

• それぞれのリスクのQCD解析を前提に議論する。

• 科学的評価がなければできないものではない。
• 排他的な｢ゼロー100」の極端な議論を避ける。
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